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平成27年第３回笠松町議会定例会会議録（第４号） 
 

 平成27年９月17日笠松町議会定例会が笠松町役場議事堂に招集された。 

 

１．本定例会の応招議員及び不応招議員は、次のとおりである。 

  応 招 議 員 

議  長    ９番  船 橋 義 明 

副 議 長    ５番  田 島 清 美 

議  員    １番  尾 関 俊 治 

  〃      ２番  古 田 聖 人 

  〃      ３番  伊 藤   功 

  〃      ４番  川 島 功 士 

  〃      ７番  岡 田 文 雄 

  〃      ８番  安 田 敏 雄 

  〃      10番  長 野 恒 美 

  不応招議員 

        な し 

 

１．本日の出席及び欠席議員は、次のとおりである。 

  出 席 議 員 

        応招議員に同じ 

  欠 席 議 員 

        な し 

 

１．地方自治法第121条の規定により説明のため会議に出席した者は、次のとおりである。 

町      長    広 江 正 明 

副   町   長    川 部 時 文 

監 査 委 員    小 林 正 明 

総務部長兼技監    奥 村 智 彦 

企画環境経済部長    村 井 隆 文 

住 民 福 祉 部 長    岩 越   誠 

建 設 水 道 部 長    那 波 哲 也 
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教育文化部長兼教育 
文化部教育文化課長    田 中 幸 治 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長    浅 野 薫 夫 

総 務 課 長    足 立 篤 隆 

企 画 課 長    堀   仁 志 

税 務 課 長    森   泰 人 

収 納 管 理 課 長    服 部 昇 三 

環 境 経 済 課 長    平 岩 敬 康 

住 民 課 長    加 藤 順 子 

福 祉 健 康 課 長    服 部 敦 美 

子 ど も 課 長    森   宏 子 

福 祉 会 館 長    西 﨑 裕 子 

建 設 課 長    佐々木 正 道 

郡教委学校教育課長    森     透 

 

１．本日の書記は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長    田 島 直 樹 

書      記    朝 日 純 子 

主      任    小 鹿 耕 平 

主      任    清 水 崇 司 

 

１．議事日程（第４号） 

平成27年９月17日（木曜日） 午前10時開議  

日程第１ 第69号議案 平成26年度笠松町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第２ 第70号議案 平成26年度笠松町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

日程第３ 第71号議案 平成26年度笠松町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

日程第４ 第72号議案 平成26年度笠松町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

日程第５ 第73号議案 平成26年度笠松町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

日程第６ 第74号議案 平成26年度笠松町水道事業会計決算の認定並びに剰余金の処分につ

いて 



－１２７－ 

開議 午前10時00分  

○議長（船橋義明君） ただいまの出席議員は９名で、定足数に達しております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおり定めました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  日程第１ 第69号議案から日程第６ 第74号議案までについて 

○議長（船橋義明君） 日程第１、第69号議案から日程第６、第74号議案までの６議案を一括し

て議題といたします。 

 第69号議案 平成26年度笠松町一般会計歳入歳出決算認定についての質疑を許します。 

 質疑は歳出を先とし、各款ごとに行い、その後、歳入全般について行います。 

 歳出についての質疑に入ります。質疑に際しては、ページ数、項、目、節を述べてください。 

 参考に申し上げますが、何ページ、第何款、何についての質疑を、一応参考のために言って

おきます。 

 それでは、歳出についての質疑です。 

 33ページ、第１款 議会費についての質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

〔「特にありません」の声あり〕 

 それでは33ページ、第２款 総務費についての質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 第２款 総務費、１項 総務管理費、３目 財産管理費ですが、庁舎

施設管理事業、説明資料でお願いをいたします。49ページ、50ページのＰＣＢ廃棄処理委託料

の260万3,000円ですが、これは前年と変化がないのかどうなのかお尋ねします。 

 そして光熱水費ですが、これは庁舎についてだけなのか、ここでいう財産管理費として対象

になっているのはどこまでなのか教えていただきたいと思います。 

 それから、その他の施設管理事業の役務費等の関係の390万1,000円、この事業についてお尋

ねします。 

 同じ49ページですが、６目の防災対策費で、防災備品の購入で簡易トイレと避難所マット等

がございます。その備品状況として下に表がありますけれど、そこに加わっている数なのか、

そしてそれは簡易トイレどれだけと、この年度としてはどれだけ用意されたのかお尋ねします。 

 そして、用意されたものについては、たしか総合会館と中央公民館と松枝公民館が３校区の

避難所だと思いますが、そこに配って用意されているんでしょうか、備品の保有の状況を教え
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てください。 

 それから、防災ラジオの購入の関係で、この年度では500台を買ったということですが、今

町民全体でどれくらいの普及になっているのか、その点わかれば教えてください。 

 同じ説明資料ですが、２項51ページの企画費、４目の緑会館費で、この緑会館の近くに葬祭

場ができて、駐車場が足りないときなど笠松町の緑会館の駐車場を利用されているというふう

にお聞きしましたが、どのような貸し出し方をされているのかお尋ねします。 

 なお、もう１つ、緑会館につきましては南側に土地が買われていると思いますが、あの整備

についてはどのようになっているのか、またこれからの計画もわかれば教えてください。 

 53ページの４項 戸籍住民基本台帳費の関係で、このごろテレビなどで、子供がいるはずな

のにいないということがあったりしたニュースがありましたが、この住民基本台帳に基づいて、

保育園から小学校に入学するときなどの人数などの調査は関係しているのでしょうか。学校の

報告のまま、現状で入学健診をやっていらっしゃるのか、そのあたりの関係を教えてください。

以上、お願いいたします。 

○議長（船橋義明君） 岩越住民福祉部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） 戸籍住民基本台帳費の関係でお尋ねされました出生届の未届け

のケースがあるかというお尋ねでしたでしょうか。であれば、私どものほうでは、厳密に言う

と把握はできていませんので、ないというふうに考えておりますし、わかる可能性といいます

のは、学校までそんな長い間未届けのままであるとは考えられないんですけれども、民生委員、

あるいは町内会などからの情報があれば指導という話になりますし、医療機関でも届け出がさ

れたかどうかまではなかなか把握しづらいのではないかというふうに考えますが。 

○議長（船橋義明君） 村井企画環境経済部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 私からは、緑会館についてお答えをさせていただきます。 

 まず、駐車場の使用についてでございますが、こちらのほうは、施設の使用申請と一体化し

て貸し出しをさせていただいておるというところでございます。 

 ２点目の南側の空き地でございますが、当初、緑会館の拡張用地ということで、土地開発公

社のほうで取得をし、現在保有をさせていただいている状況でございます。議員さんおっしゃ

いますように、近くに民間のセレモニーホール等を建設されまして、用地取得時と状況が変化

してきておりますので、このあたりを含めまして、最も有効な活用方法を再検討してまいりた

い、このように考えておるところでございます。 

○議長（船橋義明君） 奥村総務部長。 

○総務部長兼技監（奥村智彦君） お答えいたします。 

 まず、ＰＣＢの委託料ですけれども、これは前年と変化はないかということでございますが、

今までＰＣＢは処理できませんでしたので、廃棄処分していませんでした。処理業者が少ない



－１２９－ 

ですが、昨年、大型の濃度が高いトランスとかコンデンサの処分を順番にできるということで、

役場で使っていたものとか門間倉庫、あるいは笠中で使っていた４台を昨年処分させていただ

いたということです。 

 これは、ついでに言うわけなんですが、ほかのちょっと高濃度の蛍光灯とかも保管してある

わけでございますが、そういった小型のものにつきましてはまだ順番待ちというようなことで、

これは法律により39年３月までというようなところがありまして、高濃度、低濃度、それまで

に処理するというような順番で、県の指導のもと順次廃棄処理しているものでございます。 

 次に庁舎管理費の光熱費、これは庁舎分だけかという御質問ですが、庁舎分だけでございま

す。 

 続きまして、その他施設管理事業の役務費の関係でございますが、これは松枝みなみ会館の

維持管理費と公共施設の損害保険料でございます。 

 防災対策の関係ですけれども、備品の状況でございますが、簡易トイレ、これはマンホール

に備えつけの簡易トイレでございます。役場と松枝みなみ会館、松枝公民館、総合会館に合わ

せて30基備えております。そして、ポータブル式の簡易トイレでございますが、これは県町倉

庫のほうに３基備えてございます。それから、避難所マットにつきましては１メーター掛ける

10メーターというのを昨年購入させていただいておりますけれども、これは笠松小学校、笠松

中学校、松枝小学校、下羽栗小学校に30から40ずつ配置しております。 

 あと、防災無線の普及の件でございますが、大体世帯数8,614世帯のうち、現在6,309台配付

しておりまして、普及率は73％ということで把握しております。以上でございます。 

○議長（船橋義明君） よろしいですか。ほかにありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 済みません、落としまして。 

 49ページの５目 町民バス運行費で、町民バスの利用状況が書いてありますが、現在、バス

代を免除して乗る方が何人か見えるように乗っていて思います。これはどういう方に免除する

ということを決めていらっしゃるのか、現在人数もつかんでいらっしゃるようなら教えてくだ

さい。 

 次の51ページの笠松力検定事業で、これまでの質問の中で、上級者について活躍いただくた

めの検討をしていくということですが、どこまでこの年度で進められ、方向が決まってきてい

るのかお尋ねします。 

 それから松枝みなみ会館の利用について、とりあえずこの年度でいえば使用料をもらわない

で利用していると思いますが、それについての検討はされてきているのでしょうか、お尋ねし

ます。 
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○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） それでは私のほうから、公共施設巡回町民バスの減免とい

いますか、免除利用の方についてお答えをさせていただきます。 

 一応要件といたしましては、身体障害者手帳で１級、２級の方、それぞれ視覚ですとか下肢、

体幹等細かい規定はございますが、主に１級、２級の方、あと療育手帳でＡ１、Ａ２の方が対

象となっております。期間は１年ずつで更新のほうをさせていただいておりまして、現在26年

度におきましては７人の方が適用を受けておられるという状況になっております。 

 ２点目の笠松力検定につきましては、決算認定資料のほうで52ページに、現在、上級試験の

合格者の方が９名いらっしゃるという表示をさせていただいております。１つの目安としまし

て、こちらのほうが10名になった段階でということで、ことしも５月に開催されました笠松力

検定委員会の場ですとか、今度また10月下旬に開催を予定いたしておりますが、そちらの検定

力委員会のほうでもまた御相談、協議をし、進めてまいりたい、このように考えておるところ

でございます。 

○議長（船橋義明君） 奥村部長。 

○総務部長兼技監（奥村智彦君） 松枝みなみ会館の使用料等の検討というお話の件でございま

すが、松枝みなみ会館につきましては、地元の協力を得て管理を行っているというようなこと

もありまして、現在、今の方法が町としてもいいんではないかなということで、特に使用料等

の検討はいたしておりません。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） まず防災備品の関係ですが、各小学校、中学校が避難所でしたよね、

済みません、不勉強で申しわけないです。どこか１カ所じゃなくて、やっぱりさっと使えるよ

うな形での配付というか、置かれる状況が必要のように思うんですが、それにはそれなりの保

管しておく場所のようなもの、また誰にでもわかるようになっているというようなことなど、

１度砂袋の問題でありましたけれど、そういう点はどう考えられますか。 

 それから、バスの免除の件ですが、そういう様式や手続は、役場へ来て毎年やるということ

になっているんですか。そういうことの周知というのは、広報などでお知らせしていらっしゃ

るんでしょうか。 

○議長（船橋義明君） 奥村部長。 

○総務部長兼技監（奥村智彦君） 防災備品を分散して保管するということにつきましては、以

前は県町倉庫とか各小学校、中学校なんかに備品を置いていたわけなんですけれども、それだ

けではというようなことで、今、防災倉庫を役場西の駐車場のところに設けましたし、松枝公

民館の倉庫、総合会館の北のところに防災倉庫を設けて拡散するようにしております。特に、
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水、アルファ米などは11カ所に分散して、各小学校とか、先ほどの倉庫、あとコミュニティ消

防センターなんかにも入れておる状況でございます。今後も、こういった備品の周知は、防災

訓練なんかを通して住民の皆さんのほうへ周知していきたいなと思っております。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 私のほうから免除手続についてでございますが、役場のほ

うに申請書等が用意してございますので、役場で手続をしていただくことになります。 

 なお、期間が満了される方に対しましては、期間満了前に、引き続き希望される際には手続

をお願いしますとの通知を発送させていただいておるところでございます。 

 あと、その他の周知方法につきましては、ホームページ等ではお知らせしておるところでご

ざいますが、またさらに機会を捉えながら、広報等も使って制度の周知に努めてまいりたいと

思います。 

○議長（船橋義明君） 他にありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 ７番 岡田議員。 

○７番（岡田文雄君） １つだけお聞きしたいと思いますが、51ページ、企画費の１目 企画総

務費の住民協働活動促進事業というので839万9,000円、27団体で大変高額な補助金です。団体

というのは10人か10人以上のようなことを思うんですが、これはどういうような事業でこれだ

けの金額が出たとか、そしてどのような作業をしているのか、その辺のところをひとつお聞き

したいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 協働型町民活動促進事業補助金の対象の内容ということで、

これにつきましては、町民団体がみずから実施する公益的な活動を支援し、住民協働のまちづ

くりを推進するという観点から交付をさせていただいておるものでございます。 

 対象となります事業といたしましては、笠松町内で実施する事業、公益性が認められる事業、

団体が主体的に実施する事業等がございまして、今度申請できます団体といたしましては、活

動拠点が笠松町内にある団体、５人以上のメンバーで構成される団体、メンバーの半数以上が

笠松町民である団体、あと規約、会則があるとか会計処理ができる団体というような要件を求

めておるところでございます。 

 それで、具体的には、27団体26年度にあったわけですけれども、町内会連合会の視察研修事

業でありますとか、なごみの会のみなみ会館の清掃事業でありますとか、あと女性防火クラブ

運営協議会事業ですとか、そのほか母子福祉会の福祉施設の入所慰問拡充事業等、主に公共的

な事業に対して交付をさせていただいておるという状況でございます。 

〔挙手する者あり〕 
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○議長（船橋義明君） ７番 岡田議員。 

○７番（岡田文雄君） ありがとうございます。 

 こういうボランティア的なことは前もって申請しなきゃだめだというようなことを前に聞い

たような気がするんですが、これは結果だけで、終わってから申請なのか、申請を先にしてお

いてそれをやるというような方法をとっておられるのか、その辺のところをもう１回教えてい

ただければ。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 補助金の適用に際しましては、事業実施前に事業計画等を

御相談いただきまして、その中で事業計画、予算等、書類を調えまして申請をいただき、補助

金の交付決定をし、事業実施をしていただいた後に交付をさせていただくというような形にな

ります。 

○議長（船橋義明君） ほかにありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 ４番 川島議員。 

○４番（川島功士君） 決算説明資料のほうの49ページ、１項 総務管理費の６目 防災対策費

の中、ちょっと関連になるかもしれませんけれども、25年度に累積線量計を購入されて、例え

ば防災訓練ですとか、職員の研修のためにその線量計を使われたかどうかということが１点と、

その先、２項 企画費、51ページになるんですけれども、まちづくり事業として、まちの駅に

ということで54万3,000円の内容と、まちの駅の、例えばどんな活動をされたのかということ。

駅長会議があるんですけれども、どのような方がどれぐらい参加されて何回ぐらいやられたの

かということと、それからふらっと笠松運営事業ということで、店舗の賃借料が321万3,000円

決算で出ていますけれども、ここの利用人数とか、どんなものがどれぐらい売れたかというよ

うなことはわかるんでしょうか。 

○議長（船橋義明君） 奥村部長。 

○総務部長兼技監（奥村智彦君） 線量計の件でございますけれども、累積線量計につきまして

は数日使うというようなものでございますので、今のところ利用はしておりません。その件も

受けまして、今ちょっと考えているところは、やはり空間線量計、瞬間的な線量をはかるとい

うのが防災訓練なんかにも役に立つんではないかなというようなことで、皆さんの健康管理の

不安解消というのもありますし、その場の数量を自分の目で確かめたいというお気持ちもわか

りますので、今価格面と機能の面を含めて、空間線量計を何とか防災訓練とかに使えないかと

いうことで検討しているところでございます。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） まず１点目のまちづくり事業のほうで、54万3,000円の事
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業費の使途についてということでございます。内訳といたしましては、まちの駅の関係の全国

団体に対する年会費ということで10万円、あとＦＣ岐阜の笠松町ホームタウンデーのプレゼン

ト商品の代金でありますとか、名鉄ハイキングの粗品の代金、そのほかには笠松駅のイルミネ

ーション事業、また昨年度は地下道に壁画の制作などもされておりますので、これらに要する

費用ということで54万3,000円ほどの支出をさせていただいたところでございます。 

 次に、まちの駅の活動についてでございますが、こちらのほうは町に住む人を初め、笠松町

を訪れる方が誰でも気軽にお立ち寄りいただいて、地域の情報などを得られる交流の場という

ことで、訪れる方に対するもてなしの心ですとか地域を愛する心、遊び心を持って、そんな駅

を拠点として今活動していただいているところでございます。現在48駅ございまして、毎月１

回駅長会議を開催させていただいておるところでございます。最近のところの駅長会議の出席

者の状況につきましては、おおむね15駅ほどぐらいの御出席をいただきながら、毎月駅長さん

方の情報交流とか情報提供等をしていただいておるということでございます。 

 特に昨年度、“ワケ知り”ウォークということで、町なかの駅めぐりをしながら町内を散策

していただくというような事業を企画いただきまして、その拠点を主とした事業活動を実施し

ていただいたという状況でございます。 

 次に、ふらっと笠松の関係でございますが、こちらのほうは、26年度中の利用者につきまし

てはバスの待合い、買い物、いろいろな方にお越しいただいております。累計では１万7,039

人の方に御来所いただいたというデータになっております。あと、販売内容等につきましては、

主に菓子組合の方の皆さんのお菓子と物販の部分と、町の自転車駐車場利用券ですとかバスの

利用料の利用券なんかの販売をしておりますが、物販の部分が394万3,340円、あと町のバスの

回数券ですとか、自転車の駐車場の使用料という部分で623万3,500円、合計では1,017万6,840

円ほどの売り上げがあったという状況になっております。以上でございます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ４番 川島議員。 

○４番（川島功士君） 線量計の件については、私が求めておった内容でお考えいただいておる

ということで、住民の方々も福島の事故以来、時間がたつとだんだん意識が薄れてきてしまい

ます。もし敦賀あたりで事故があると、この辺も必ず被爆する地域でありますので、そういう

意識づけを含めて訓練などで有効に使えるようなもので進めてもらいたいと思っております。 

 それと、ふらっと笠松事業ですけれども、結構な売り上げがあるんだなあと思いました。僕

はほとんど毎日、ふらっとへ行くんですけれども、情報発信という意味でいま一つまだ弱いか

なと思います。ただ、バス待合いで待たれた人との交流とか話とかという方は、上手に職員の

方もまとめてもらっていることは事実なんですけれども、もう少し何か上手に笠松町のアンテ

ナとしてうまく機能する部分というのを考えてもらえるとありがたいなというふうなことでご
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ざいます。 

 それと、これは答弁はいいんですけれども、まちの駅のほうで、直接的にまちの駅として支

出しているというのは年会費の10万円のみということですが、僕も先日久しぶりに駅長会議に

参加させていただいて、大方３分の１ぐらいの出席者でした。本当に久しぶりに行ったんです

けれども、参加者の中で物足りないと意見が出ていました。もっといろんな駅の人が集まって、

もっと話し合うことによって、もっとまちの活性化ができるのに何で集まってくれんのやと言

って、ある方が非常に強く主張されたんですけれども、公共の施設も入りながら、各店舗の皆

さんも入って、ちょっと極端な言い方をすると、お金もうけまで含めて考えることができる珍

しい団体だとは思うんですよね、公共も一部借りながらということで。とてもいい組織だと思

っていますが、このまちの駅という事業についての事業評価というのはどうなされていますか、

町長、お答えください。 

○議長（船橋義明君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 僕は、このまちの駅を一つのテーマとして、まちづくりの提唱をさせて

いただいたのが10年ぐらい前で、その後、いろいろ勉強した中で、有志の方が集まっていただ

いてスタートしたこと。そしてまた今48駅で、これはありがたいことに減ってくるというより

も、その後ふえてきてこういうふうになったという傾向もあること。なかなか継続するという

のは難しいことでもありますが、その中で、やはりまちの駅の駅長さん方で、意欲のある方は

どんどん新しいことを取り入れて、連携をしてやっていただいていること、これはやっぱりそ

ういう努力を積み重ねて進めていくもんだと思いますから、こういうような環境づくりをしな

なら進めていきたい。と同時に、これは公共というか、やっぱり我々が中へ入って、我々がリ

ードする団体じゃなくて、皆さんのそういう自発的なまちづくりをやっていただいているとい

うバックアップをさせていただいていることでありますから、そのことに関しては惜しみなく

努力をしていきたいと思っています。 

 そしてまた、一番僕が理想的に思ったのは、笠松だけではなくて、やっぱりまちの駅同士の

交流があれば、笠松のものをもっとほかの地域でも発信できることがあるので、岐阜県内でま

ちの駅をつくってもらおうということをいろいろ働きかけたりする。美濃市や下呂市とかいろ

いろ笠松に、見えたことは見えたんですが、なかなか我々の発想と違うか、まちの駅としては

やっぱり出てきませんでした。これはじゃあ県内じゃなくて県外でもいいですので、この間、

我々と防災協定を結んだ滑川町等のいろんな交流の中で、そういうまちの駅で、向こうでまた

発信をさせていただくことがあれば、そういうこともやっぱり考えていったらいいかなあとは

思っています。 

 だけど、これはあくまでも駅長さん方のいろんな自主的な活動の中でどうバックアップでき

るかというのがやっぱり我々の仕事だと思いますから、そういうこともお話をしながら、まち
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の駅が一件でも多く発信できるようにしたいと思っていますし、住民の皆さんにももっと知っ

ていただかなきゃならない部分もあります。そういう意味では今議員が言われたように、アピ

ールや発信の状況がまだいまいち、一部はもうしっかり動いていることもあるんですが、やっ

ぱり48の駅があればもっともっと力も発揮できると思いますから、そういうことをこれからの

課題として進めていければ、より一層笠松の特徴が出るまちの駅ではないかと思っていますの

で、今のような御意見や御指導もいただければありがたいと思っています。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ４番 川島議員。 

○４番（川島功士君） ありがとうございます。とてもありがたい答弁をいただいたと思ってお

ります。 

 今度、リバーサイドカーニバルでまちの駅のブースを１ついただいて、広報やら何やらとい

うことを考えておるようですけれども、こちらからいろんなことをやる場合に、またぜひとも

バックアップをしてほしいということと、まちの駅として、例えば協働の補助金というのは、

申請すれば使えるということはあるんでしょうか。 

○議長（船橋義明君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） さきがた言っていた協働型補助金の使用は、これは公共に資することで

もありますから、その目的や手段がどうであるかということを申請いただいた中で、町の我々

がやらなくてはいけない仕事の一つとしての公共性があることであれば、これは当然検討させ

ていただきますし、個人的ないろんな利害の話であれば、これはまた別ですので、その辺のこ

とは、今出た内容によってお互いに検討できるんではないかと思っています。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ２番 古田議員。 

○２番（古田聖人君） 説明資料の企画費、52ページ、ホームページに関する関連質問というこ

とで、これからお聞きすることは、あくまでも一般論としてお答えいただきたいと思います。 

 ホームページ、または広報紙に、いろんな事業者の方が広告を出しておられます。例えば、

ホームページだとバナー広告なんですが、これは仮の話なんですが、その広告主、クライアン

トの方が社会的な不祥事を起こす、あるいは刑事処分、もしくは行政処分を受けた場合、町側

としては、この広告を一方的というか、向こうの同意なしに削除できるかどうか、その点につ

いてまずお尋ねしたいと思います。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 現在、そういったバナー広告等に関しましては、笠松町広

告掲載に関する要綱という要綱を持っておりまして、こちらの規定に沿って進めることになる

かと思います。その中で、第３条におきまして、広告掲載の範囲ということで、次の各号のい
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ずれかに該当する広告は掲載しないというような規定がございまして、その中で、法令等に違

反するもの、またはそのおそれがあるもの等の規定がございますので、こちらのほうの規定を

適用しながら対応していくことになろうかと思います。基本的には、そういう事由が生じた場

合には、通告をした後に削除するというような取り扱いになろうかと思います。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ２番 古田議員。 

○２番（古田聖人君） ありがとうございます。 

 もう少し細かく確認させていただきますと、その通告をする段階というのは、いわゆる処分

が出た段階であって、例えば裁判まで持ち込まれた場合、判決が出る前の段階でいいわけなん

ですね。例えば行政処分とか、刑事事件の場合だと関係者が逮捕、もしくは書類送検された段

階で、そのときに通告をして、クライアントのほうが嫌だと、契約期間が残っているじゃない

かというふうに言われても、こちらの権限で削除することができるというふうに認識してよろ

しいわけですね。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） お答えします。 

 基本的には、議員のおっしゃるとおりの取り扱いになるということで、ただ使用料につきま

して、まだ使用期間が残っている場合については月割りでその掲載料をお返しするという形に

なります。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ２番 古田議員。 

○２番（古田聖人君） ありがとうございます。 

 そういうことはないというふうには願っておりますが、もし万が一そういう事態になった場

合は、速やかに対処できるように準備していただくようお願い申し上げて、質問を終わります。 

○議長（船橋義明君） ほかに総務費でありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 11時10分まで休憩します。 

休憩 午前10時50分  

再開 午前11時10分  

○議長（船橋義明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は９名であります。 

 45ページ、第３款 民生費についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 
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○１０番（長野恒美君） 説明資料のほうの55ページ、３目の老人福祉費の中の在宅老人福祉事

業で、緊急通報装置設置状況が出ておりますが、この機能は、誤報が大分あるようです。設置

状況と通報状況とが載っておりまして、これは独居老人になって、65歳以上の方で希望のある

方が対象ということだと思いましたが、その機能は、どういう機能になっているのか教えてく

ださい。 

 59ページの２項 児童福祉費の２目 保育所総務費の関係ですが、障がい児保育の延べ人数

で、松枝保育所72、下羽栗保育所48、笠松保育園132ということですが、この延べ人数という

のは、例えば松枝保育所でいえば、１歳半から小学校へ上がるまでの中でこれだけの人がいる

よと、そういうとり方でいいでしょうか。そして、笠松保育園については、障がい児保育をお

願いしているわけで多いということもわかりますが、松枝や下羽栗の人数についての障害者へ

の対応についてはどのようになっているのかお尋ねします。 

 それから、同じく保育所総務費の中の61、62ページで、通園バス管理運行助成事業なんです

が、往復の方は3,000円、片道の方は1,500円と利用料がかかるということで、下羽栗はまだそ

れなりに往復の利用者はいるのですが、松枝は平日で18人です。松枝の通園バスを利用して何

か使ってはと思いますが。マイクロバスになっているようですけど、もっと小さなバスでもい

いように思ったりするんですが、この通園状況を教えてください。 

 63、64ページの子育て支援推進費で、要保護児童対策事業で取り組まれた中身はわかります

が、要保護児童の状況はどのようで、どのような対応をされたのかお尋ねいたします。以上、

よろしくお願いします。 

○議長（船橋義明君） 岩越部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） 大変遅くなりまして申しわけありませんでした。 

 科目の順番にちょっとお答えさせていただきたいと思います。 

 まず、３目の老人福祉費、在宅老人福祉事業の中の独居老人等緊急通報事業で、緊急通報装

置の機能につきましては、至って簡単な機能でありまして、ペンダント型の発信装置を持って

いただいて、それが固定電話のほうに、ボタンを押すとつながります。そこから広域連合消防

本部のほうの親機のほうに伝わり、御本人の異常が発生したと認識します。協力者の方にまず

は一応連絡するんですけれども、連絡がとれない場合は救急出動というような形になるシステ

ムで、そのものの子機の機能としては、ただ御本人が異常なときに、緊急を知らせるためのボ

タンを押して発信していただくという機能を有するものです。 

 また、対象につきましては要綱がございまして、65歳以上で単身で生活を営む方、重度身体

障害者で単身で生活を営む方、65歳以上の方のみで構成されて、寝たきり高齢者を含む世帯の

方、それらに該当すれば、一応民生委員さんなどのお骨折りにより御案内して、緊急通報装置

を設置していただくという流れになっております。 
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 続きまして、２目 保育所総務費の障がい児保育支援事業の中の実績のほうで、障がい児保

育児童数が延べ児童数で記載されておるがということですが、それぞれ年齢構成を含めてトー

タルで、月単位で一応把握しておりますので、その合計数は年間でトータルするとということ

で、同一人物であってもダブルカウントされた数値となっております。ちなみに、個々の人数

でいいますと、松枝は６名で、下羽栗が４名で、笠松保育園が11名という状況になっておりま

す。 

 次に、同じく２目の保育所総務費の通園バス管理運行助成事業で、実績では62ページのほう

に記載されております。通園状況に関するお尋ねですが、これも同じように月別で把握してお

りますので、ちょっとこの記載の仕方がわかりにくくて申しわけございません。これも年間で

の延べ、トータルの人数となっておりますので、単純平均しますと、例えばこれを12で割って

いただければ月での利用者数となります。若干月々で変動がございまして、本当に少ないと１

人ということもあるようです。ただ、トータルでは、園外保育等で出動回数といいますか、利

用回数は多いようですので、この通園バスの利用状況だけから見ると、費用対効果面でどうか

という話はございますが、保育所事業全般としては利用価値といいますか、それなりの事業評

価が得られるのではないかというふうに考えております。ただ、今後、こういったこともトー

タルではやっぱり検討していかなければならない事項かとは思います。議員御指摘のとおりと

思います。 

 あと、４目の子育て支援推進費の要保護児童対策事業での要保護児童対策地域協議会での活

動状況はよいが、要保護児童の実態はということで、26年度末での進行管理としての状況を申

し上げますと、虐待ケースで９件、要保護相談ケースで３件、あと心理的な虐待３件というよ

うな形で、それぞれ見守りしながら、それぞれの一番近い関係者の方から、何か変化があれば

すぐに通報していただいて対応できるような体制をとっておりますが、最近特に急激にふえて

おるということではございません。過去からの事例を継続して、直ちに解決というのはなかな

か難しい児童対策、虐待の解消というのは非常に難しい部分がございますので、辛抱強くこう

いったネットワークを働かせながら、引き続き見守り、あるいは緊急時に対応していきたいと

考えております。 

 済みません、障がい者保育のところで、対応はとお尋ねされましたが、当然支援事業という

ことで、町としましては加配保育士をつけた場合に補助をする制度を持っておりまして、児童

２人に対して１人の加配保育士をつけた場合に補助する、支援するという形で、障害児の受け

入れに対して促進といいますか、安定的な保育ができるように考慮しております。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） この独居老人の緊急通報の電話の種類というのか、この電話をつける
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に当たって、近所の方とか身内の方で連絡先を見つけることから始まるように思いますが、ひ

とり暮らしの人なのでなかなか頼れる人がいなかったりするときなどは、民生委員さんになっ

ているんでしょうか、お尋ねします。 

 その下にあります老人クラブの関係ですが、役員さんたちは老人クラブの人数を50人以上に

するために、いろいろと対策を立てていらっしゃいます。これは各町内単位じゃなくてもいい

でしょうか、お尋ねします。 

 ４目の障害福祉費の関係のことばの教室についてですが、この年度を見ましても44人とたく

さんの方が参加していらっしゃるわけですが、この運営の体制の陣容はどのようになっている

でしょうか。それから、ある程度訓練をするわけですので、専門の方だとか、機器の設備など

も必要ではないかと思いますが、そのあたりで整備されるような問題はないでしょうか、お尋

ねします。 

 それから、要保護児童対策の関係ですけれども、この見守りというのはとても大切だと思い

ますけど、基本的には代表者を通した保育所の関係などと合わせて行っていてくださるのでし

ょうか。それから、これは小学校へ上がる前までのことのように思いますが、小学校、中学校

につながっていくというところでは、対策は何かされているのでしょうか、お尋ねします。 

○議長（船橋義明君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 要保護児童対策のことだけちょっと御回答したいんですが、私は年間２

回ほど代表者会議というのに出させていただいて、ここに書いてあるような個別ケースや、あ

るいは実務者会議等でそれぞれ事例をずっといろいろやってこられて、代表者会議で発表され

るわけです。ですから、もちろん児童の虐待や、ネグレクト、不登校、いろんな事例をやって

こられたのを代表者会議に上げられます。その中には、子相の所長や我々、警察、学校関係の

皆さん、民生委員の皆さんが代表者会議に見えますから、それぞれ情報を共有して、小学校で

こういう問題があったときに、来年中学校へ上がる子でどうやというものに関しては、当然そ

の代表者会議の中に小学校、中学校の先生も代表で来てみえますから、お互いに情報はそこで

交換できること。今言ったように、実務者会議の中で絶えずそういう細かい情報交換をしなが

ら、その子に対する見守りをどうしたらいいんやということを民生委員の人も含めて、あるい

は大きな問題になったときには、子相や警察からも指導を受けてというふうになっていますか

ら、大変そういう意味では、報告を聞いている中では、笠松町においては本当にきめ細かい要

保護児童対策の活動をしていただいていて、ありがたいなという気持ちであります。 

 大きな事故や事件になる前に、やはり周りの見守りというのは大事ですから、この要保護児

童対策協議会においていろいろ情報交換をしてやらせていただいています。それは、子相の所

長も毎回来て話している中で、笠松町のそういう対応に対しては、いろんなところを回ってい

るけど、本当によく個別ケースや実務者会議等で対応していただいていることに大変感謝して
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みえましたし、連絡は絶えず密にとっていますので、そういう意味で、この要保護児童対策協

議会というのはうまく作用しているんじゃないかと、今のところは本当にそういうふうに思っ

ていますし、これをやっぱり続けていかなきゃいかんと思っています。 

○議長（船橋義明君） 岩越部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） それでは私のほうから、３目 老人福祉費、在宅老人福祉事業

の独居老人等緊急通報事業の中で、協力者に関して、なかなか難しいんだけれども、最後は民

生委員さんかというようなお尋ねでしたけれども、大体そんなような感じです。身内の方、あ

るいは向こう三軒両隣の方にお願いしていくんですけれども、なかなか難しい場合は民生委員

さんにというふうにお願いをしているのが現状です。 

 次に、老人クラブ負担金補助事業での御質問で、老人クラブは町内単位でなければならない

かということですけれども、必ず町内単位でなければならないということはございません。で

すから、なかなかお骨折りいただく方が見えないからということであれば、いわゆる子ども会

じゃないですけれども、合併していただいてということで活動の幅が広がるのであれば、それ

は町としてもありがたい話であると思っております。 

 続きまして、４目の障害福祉費の障がい児・者施設運営事業の中の養護訓練（ことばの教

室）運営事業補助金の中でのお尋ねとして、１つ目に陣容、そして２つ目に機器整備の状況と

いうことでお尋ねされました。人員体制として、今現在４名女性が見えます。ある程度の資格

がないとなかなか充実した事業ができないのではないかという御質問かと思いますが、資格と

しましては、皆さん保育士だったり、幼稚園教諭だったり、特別支援学校教諭だったり、資格

は持ってみえて、それなりのスキルでもって指導に当たっていただいておると解しております。 

 あと、機器の整備につきましては、大がかりな機器整備は、予算の関係とか施設面での関係、

今供用しておるということもありますので。ただこういった形で年々通所児童がふえておると

いうことを見ながら、当面の措置として、前にも御報告させていただいたと思うんですけれど

も、福祉会館の２階の事務室をことばの教室の遊戯室的な形で、あるいは相談室的な形で使っ

ていただいたり、今年度におきましては予算計上もさせていただきまして、現在ほとんど使わ

れていないんですけれども、いわゆる学供の保育室という部屋を改修しまして、前の事務室よ

りも２倍以上のスペースがあります。そちらのほうを活用していただいて、事業の充実に努め

ていただいておるという状況でありまして、その中でボールプールとか、そんなに大がかりな、

施設に固定するとかそういうものではない資機材を用意していただいて、児童の指導に当たっ

ていただいておるというのが現状であります。以上だと思います。 

○議長（船橋義明君） 民生費について、ほかにありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 それでは、55ページ、第４款 衛生費についての質疑を許します。 
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 質疑はありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 説明資料でお願いいたします。 

 65ページになりますが、４款 衛生費、１項 保健衛生費、１目 保健衛生総務費の中の65

ページ、母子保健健康診査事業で、妊婦健康診査についての対象者数の3,692人、これは12回

を通しての合計で対象人数になっているんでしょうか。基本的には、１回の対象人数はどれく

らい、本来の人数はどれくらいでしょうか。 

 それから、養育医療費給付事業315万9,000円ですが、これはどういう方に給付されるものな

のかお尋ねします。 

 次の２目の予防費に行きまして、子宮頸がんワクチン、このときの対象者405人は中学３年

からでしたっけ、高校１年まで、対象の人数はそのときの人数でしょうか。これからも一応子

宮頸がんの対象者というのは見ていくわけでしょうか、この年度で終わりでしょうか、お尋ね

します。 

 その意味で、対象者というときに、健康増進事業費の中でもそうなんですが、回数を含めて

の対象者なのか、純粋な対象者なのか、そのあたりをお尋ねしておきたいと思います。 

 67、68ページの４目 地域医療対策費の公的病院等補助事業で8,381万円の、この中身につ

いて教えてください。 

 清掃費の中では、69、70ページのところで、ごみ収集・処分事業の中の伊賀市環境保全負担

金17万2,000円、これは伊賀市にお願いしていくんですが、どんな約束事で行われるものなの

か教えてください。 

 それから次の可燃ごみ（焼却）処分事業で、次期ごみ処理施設整備基金の積立金、これは笠

松町単独で準備していくための基金の積み立てでしょうか。 

 そして、ここで、焼却以外の問題では、どのような組合として羽島市にごみ焼却場をつくる

に当たって活動があったのかお尋ねすると同時に、当初予算のときではなかったかと思います

が、この組合に派遣する職員を８人から４人だったかな、人数を減らされておりましたが、こ

の年度についてはどんな陣容で対応していらっしゃったのかお尋ねします。 

○議長（船橋義明君） 衛生費の途中でありますが、１時30分まで休憩します。 

休憩 午前11時47分  

再開 午後１時30分  

○議長（船橋義明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は９名であります。 

 長野議員に対する答弁をお願いします。 



－１４２－ 

 岩越部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） それでは、決算説明資料のほうの66ページ、４款 衛生費、１

項 保健衛生費、１目 保健衛生総務費の中の母子保健健康診査事業の中で、妊婦健康診査に

ついて、この対象者は26年度、本年度の合計かということと、受診者についても同様に合計か、

要するに延べ人数かというようなお尋ねですけれども、議員御指摘のとおり、これは延べ人数

で、これもちょっと表記が不親切なのかもしれません。また、もう少しわかりやすくしたいと

思います。１人当たり14枚の受診券を交付しておりますので、交付枚数の総数ということにな

り、それを人数として捉えて、対象者がこの延べ人数、3,692人という形で表記をしておりま

す。単純にいきますと、14で割りました264人が交付された方という形になります。 

 受診につきましては、この年度において受診券を持って受診された結果、それに基づいて支

払った金額の対象者ということになりますので、単純にはいけないんですけれども、仮に14で

割った数となりますと202人という形で、これが実数かどうかということはちょっと明確には

わかりません。 

 次に、養育医療費給付事業の対象者はどんな方かというようなお尋ねで、これにつきまして

は以前にもちょっと御説明申し上げたと思うんですが、体の発育が未熟なままに生まれて、入

院を必要とする乳児ということで、１歳未満の児童が医療機関において入院治療を受ける場合

に対象となります。具体的に申し上げますと、出生時に体重が2,000グラム以下であるか、あ

るいは生活能力が特に薄弱であって、一定の症状を示すものということになっております。一

定の症状が何かという話になりますと、例えば強度のチアノーゼとか、黄疸とか、24時間以上

排便がなかったりとか、あるいは48時間以上嘔吐があるとかというような場合、医師の診断で

もって適用となるという形になります。 

 ２目の予防費の予防接種事業の中で、子宮頸がんワクチンについてのお尋ねで、子宮頸がん

ワクチンの対象者はということで、対象年齢ということだと思いますが、中学校１年生から高

校１年生までの女性です。対象者の算定の方法なんですけれども、このワクチン接種は３回接

種が有効という形になりますので、中学校１年生の女生徒の実数を３倍した数値で対象者とし

て捉えております。 

 それで、これからも続けるのかということにつきましてですけれども、これはあくまで法定

接種という形で国のほうから決められましたので、これは継続するという、かつての日本脳炎

のように積極的勧奨を差し控えながら継続していくということになります。 

 次に、３目の健康増進事業で、健康診査実施事業の受診状況の中で対象者数の捉え方といい

ますか、いわゆる算定方法のお尋ねかと思いますが、これにつきましては以前も、その前の議

員からも御質問があり、そのときも余りしっかりとした回答になっていなくて申しわけないん

ですけれども、一応最初の数は実数、その対象年齢総数をまず算出して、そこから過去に実態
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調査といいますか、希望調査というのをしておりましたときの控除する数、そのときの割合、

それでもって控除したといいますか、割合を除いた割合でもって乗じて、この対象者数という

のを出しておるということです。 

 ただ、はつらつ健診につきましては、節目健診で対象者が40、45、50、55歳ですので、対象

者の実数の総数をこちらのほうに掲載しています。その他につきましては、フレッシュですと

10歳から39歳ですので、その対象年齢をまず出して、それに控除すべき割合を控除して、残っ

た割合で乗じておるということで、受診すべき人だろうという人の理論値として出しておりま

す。同様に、がん検診、乳がんは女性だけですけれども、40歳以上の対象者について一旦出し

て、その年度、そこに受診すべき人だろうという割合を乗じて出しておるということです。子

宮頸がんにつきましては20歳以上で、同様な形で出しておるというものです。 

 あと決算説明資料で67、68ページですか、４目の地域医療対策費の公的病院等補助事業、救

急告示病院運営費補助金についてで、救急告示病院についてのお尋ねかと思います。救急告示

病院といいますのは、医療法で救急告示病院というのを決めておりまして、ある一定の基準の

もとで県知事から認定を受けておるものということで、その必要な基準というのは、救急医療

について相当の知識及び経験を有する医師が常時診療に従事している、あるいはエックス線装

置、心電図、輸血のための設備、その他、救急医療を行うために必要な施設及び設備を有する、

あるいは救急隊による傷病者の搬送に容易な場所に所在し、かつ傷病者の搬送に適した構造設

備を有すること等々がございます。 

 これを補助する根拠という話にまた次なられるのかもしれませんが、それにつきましては、

国のほうの特別交付税措置で、その地域において必要とされる不採算医療等の機能を担う公的

病院等ということで、これは社会医療法人も含まれるんですけれども、これに対して地方公共

団体が助成した場合に、公立病院に準じた特別交付税措置を実施するということです。この特

別交付税措置の算定の基準に基づきまして、当町で笠松町救急告示病院運営費補助金交付要綱

を設けまして、その特別交付税の基準の額での補助を設定しました。これはちなみに副町長も

ちょっと提案説明などで御説明させていただいたかもしれませんが、算定としましては、１病

院当たり3,290万円で、１病床当たりは169万7,000円の病床数上限が30ということで、松波総

合病院はもう30以上、377ありますので、その計算をすると8,381万円となるということになり

ます。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） それでは、私のほうからは69ページから70ページ、その中

のごみ収集・処分事業の中にございます伊賀市の環境保全負担金についてお答えをさせていた

だきます。 

 現在、当町では、主に瓦れき類を、最終処分場を有する伊賀市の三重中央開発株式会社のほ
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うへ搬入させていただいております。当該法人の所在いたします伊賀市では、伊賀市における

環境負荷の低減を図り、環境施設の財源に充てるため、環境保全負担金条例が定められており

まして、伊賀市内の処理施設に他の地方公共団体から持ち込まれます一般廃棄物に対して、１

トン当たり1,000円の負担を求めておられます。平成26年度におきましては、笠松町から172ト

ンの排出をさせていただきましたので、17万2,000円の負担金を支出させていただいたという

ものでございます。 

 なお、伊賀市との手続等につきましては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づきまし

て、毎年伊賀市に事前協議を申請いたしまして許可をいただき、搬入をしておるという状況で

ございます。 

 ２点目の、同じページの可燃ごみ処分事業の中の次期ごみ処理施設整備基金積立金について

でございますが、この基金につきましては、次期施設を整備後、組合から構成市町に対しまし

て施設建設分経費負担金が請求されますので、その際の支払いに備え、準備をいたしておるも

のでございます。平成26年度におきましては、利息、積み立て分を含めまして5,039万3,366円

を積み立てさせていただきまして、26年度末における現在高は２億7,094万2,264円という残高

になっておるところでございます。 

 続きまして、同じ項目の中で、次期ごみ処理施設の建設の推進状況、組合の動き等はどうか

というようなお尋ねでございました。これにつきましては、昨年10月に組合の議会全員協議会

におきまして、羽島市長が現計画地に建設することは困難である旨の現状報告と、次善の方策

がある旨表明をされました。これを受けまして、羽島市において１月から３月までの間、公募

という手法により新たな候補地の検討に入り、結果といたしまして、３月末において１件の申

請が報告されました。４月以降、羽島市において応募されました土地が適地であるかなどを審

査されまして、組合に提出されることとなっておりましたが、羽島市内部で検討されました結

果、条件に適合しないと判断されたものでございます。現在は、公募期間中に地元で検討され

た地域があるので、そちらの地域の方々の意向調査を羽島市において進められている、こうい

った状況になっております。 

 最後に、この建設推進の派遣職員等の体制についてはというようなお尋ねでございました。 

 こちらのほうは、現在、構成市町のほうから職員の派遣をいたしまして、建設推進事業課と

いうことで当たっておるわけですけれども、19年度から22年度までは一応４名体制ということ

で、各市町から１名ずつ派遣をさせていただいておりました。23年度から25年度は８名体制と

いうことで、こちらは各市町から２名ずつ、26年度、27年度におきましては４人体制というこ

とで、現在１人ずつの派遣ということで、笠松町からも１名の職員を派遣し、その事務に当た

っておるという状況でございます。以上でございます。 

〔挙手する者あり〕 
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○議長（船橋義明君） 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 説明ありがとうございました。 

 公的病院等の補助事業というのは、国の交付税に算入してくるのを受け入れて、そのまま松

波病院へ渡すということであったように思いますが、救急病院としては、笠松の中では松波病

院だけですか。それを１件お願いします。 

 それから、休日急病診療の関係で時間を短くしたのはこの年からだったでしょうか、その点

もお尋ねします。 

 先ほどの70ページの伊賀市の関係ですが、そちらの条例に基づき、瓦れきについてというこ

とですが、今後ここへ焼却ごみを投入していくことについても、この条例が適用されていくの

でしょうか。それから、その他の笠松町が焼却ごみを予定しているところのどの自治体にもこ

のような条例があり、それに従っていくような形での負担金は、運び賃とは別にあるというふ

うに考えていいんでしょうか。 

 可燃ごみの処分事業の関係で、今説明を受けますと、去年、26年度10月に検討してきた案件

については非常に困難なので、次のところを見つけると。それを見つけてやったところが適当

でないということだったけれど、またもう１つ違うところを今検討されていると、そのように

とってよろしいでしょうか。以上、お願いします。 

○議長（船橋義明君） 岩越部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） それではお答えします。 

 先ほどのうち、４目 地域医療対策費の公的病院等補助事業、救急告示病院運営費補助金の

中でのお尋ねですが、ほかに救急病院がということですが、救急告示病院は松波病院だけです。

ただ、先ほど救急告示病院の条件をちょっとつらつらお話ししましたけれども、それとはまた

別に救急指定病院というのがございまして、これは消防法の規定に基づいて救急隊による搬送

を受け入れる医療機関で、これもまた都道府県知事が告示して指定するということになります。

これにつきましては、ちょっと今確認はとれていないんですけど、恐らく愛生病院さんが入っ

ているんじゃないかなあという気はするんですけれども。もちろん松波さんも同様ですが。 

 ということで、ちょっとその辺の違いがありまして、一般的に救急病院といっても異なる種

別があるということで、この告示病院につきましては、笠松町においては松波病院だけという

ことで御理解いただきたいと思います。 

 あと、休日急病診療、医科、歯科も合わせてですけれども、平成26年度より各医師会、歯科

医師会さんと協議の上で時間を短縮して実施をしております。今のところ、それに対して苦情

といいますか、クレームといったものは、私どもは聞いておりませんし、現場においても聞い

ていないというふうに聞いております。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 
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○企画環境経済部長（村井隆文君） 先ほどの環境保全負担金について、可燃ごみについても適

用されるのかというようなお尋ねでございますが、一般廃棄物に対して負担を求めるものでご

ざいますので、適用をされるということで、同様に１トン当たり1,000円の負担をするという

ことになります。 

 なお、ほかの佐久市の施設と、先般全員協議会で御報告申し上げました現在検討中でありま

すもう１つの地域については、このような条例は持っておられませんので、今のところ負担は

生じないものというような認識でおります。 

 また、10月以降の組合の動きのことにつきましては、先ほどの答弁を繰り返すような形にな

るかと思いますが、現在、羽島市におきまして地元で検討された地域があり、そちらの方々の

意向調査を進められておる状況であるということで、よろしくお願いをいたします。 

○議長（船橋義明君） ほかに衛生費について。 

〔挙手する者あり〕 

 ４番 川島議員。 

○４番（川島功士君） 決算説明資料のほうの66ページ、１項 保健衛生費の２目 予防費の中

で、ヒブと肺炎球菌の場合が100％を超えているというのは、対象者について何か変動があっ

て、どういうことでこういうふうになるのか。25年度も100％を超えておったんですけれども、

どういうことだったかということをお願いします。 

 それから、その下の３目の健康増進事業費の健康診査実施事業と、翌ページのがん検診推進

事業の中で、フレッシュ健康診査と胃がん検診以外は、全部受診率が下がっておるんですけれ

ども、これの原因と対策についてお聞かせください。 

 それと、今度は２項 清掃費の１目 塵芥処理費の中のごみ収集・処分事業ということで、

69、70ページのほうなんですけれども、事業決算額というのが昨年度に比べて500万円ぐらい

ふえています。収集量は軒並み減っている中で、特に古紙回収量が減っているということで、

逆に減っていることが事業費を押し上げる結果になっているのかどうかということについてお

聞かせ願います。とりあえず以上です。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） それでは私のほうからは、ごみ収集・処分事業で事業費が

前年度に比べて500万円ほどふえているというような状況の増加理由についてでございますが、

１点には、困難処理物の中間処理量という費用がございまして、こちらのほうの費用が150万

円ほど増加いたしております。あとそのほかには、全般にかかわる部分でございますが、消費

税の引き上げに伴う増税分が影響しておるものと分析をいたしておるところでございます。 

○議長（船橋義明君） 岩越部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） お答えします。 
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 こちらは説明資料のほうでちょっとお話を。 

 65、66ページの予防費のほうでのヒブと小児肺炎球菌の100％を超える理由ということです

けれども、対象者数は完全に実年齢の実数の対象者数で計上して、接種者については本当に接

種された方ということで、若干年齢にずれが生じておったがためにこの率になってしまったと

いうことです。 

 あと、健康増進事業の中でのがん検診の受診率が昨年度に比べて低下しているじゃないかと

いうことですが、非常にこれは難しいところで、以前、健康増進計画の中でこの対策をしっか

りととるので、先ほど対象者数の把握につきましてもお話が出たように、これももう少し着実

なところで把握したいなという思いはあります。まだちょっと現実的に実際行えていないんで

すけれども、過去のような実態調査的なものもやはり必要なんじゃないかというのも、ちょっ

とまだ内部的には議論しておるところなんです。 

 非常に見えにくいところで、がん検診推進事業というのもやっておりますので、これは補助

を受けながら無料クーポンを配ったりということで、いろいろ節目で無料クーポンを配ってと

やったりしている部分もあります。一時的に効果が出たかと思いますけれども、ここ５年経過

して、ひょっとしたらその辺の部分が節目でちょっと受診意欲が、有料化の対象になる方にと

っては、去年ただだったのにことしは有料かみたいな、年齢によってはそういう方が出てくる

と、数字としては反映される可能性があるかなあと。 

 実体的にちょっと御本人の個々のニーズとか、お気持ちまで把握できていない状況の中なの

で、原因を何かと決めつけることができない状況で、答弁としては明確な答弁ができず申しわ

けないと思います。ただ、推測する中では、そういったいろんな要因が絡んでおるのではない

だろうかというふうに思っております。 

 あと、これの対策につきましては、単純に啓発啓発と言っておっても非常に難しい部分で、

自分の健康は自分で守る本当の意識ができなければならないということで、今までのありきた

りな事業は確かに充実をさせる必要があるとは思いますけれども、一般質問の話でも出てきま

したように、行政だけではなく、いろんな関係の方からの掘り起こしといいますか、御協力と

いいますか、意識啓発ではなく、意識改革ぐらいの形で進める必要があるのかなと。一朝一夕

ではなかなか難しいんですけれども、方向性としては、健康増進、非常に大事な事業だと思い

ますので、対策としてちょっと具体的な対策は申せませんけれども、そういう方向性で取り組

んでいきたいと考えております。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ４番 川島議員。 

○４番（川島功士君） ありがとうございました。 

 ヒブと小児肺炎球菌というのは、ちょっと大きくなってからも打たれた方がお見えになると
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いうことですね。ということは、ほとんど全員の方が打っていただけるようになったというこ

とで、大変定期接種になってよかったなと思っております。 

 それと、がん検診の件なんですが、受診率が14.3％ですかね、16.4％とかになっているんで

すけど、これは25年度の決算を見ると、乳がん検診が31.8％、子宮頸がん検診が29.9％と、受

診率が軒並み半分ぐらいになっていて、いかにも低いんじゃないかなと思ったので、ちょっと

質問させていただいた。検討していただいているということで、後々の国民健康保険税にも響

いてくることなので、ぜひともよろしくお願いします。それと、ごみ収集のことで、中間処理

費が150万円ほどふえたということなんですけれども、これは例えば今はどういうふうになっ

ているのか。集めた古紙についての収益というのは、どういう形で業者のほうへ入っているの

でしょうか、町には入っていないのでしょうか。例えば、古紙類だとマイナス29.7％というよ

うな前年比の中で、某ドラッグストアなんかに設置してあるものだと、ポイントがいただける

ということです。かなり入れないとポイントをいただいたと実感できるほどのポイントはいた

だけないんですが、それでも無料ではないということになると、どうしてもそっちのほうへ行

く分が多くなるのかなあというふうに思うのと、最近ですと、松枝小学校あたりだと、同じよ

うに古紙類かアルミ缶、それから段ボールについては常設の置き場をつくっていただきました

ので、１円、２円だったらそっちへ持っていったほうがいいかというようなこともあるかもし

れませんし、そうじゃないんだと、例えば町のところへ持ってきてもらえれば、町のほうでそ

ういう経費が安くなるんだとか、古紙に対する売り上げた分が戻ってくるんだとかということ

であるんなら、またそれはそれで町民に言わなきゃいけませんし、その辺はどうなんでしょう

か。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 先ほどのお答えがちょっと言葉不足な部分があったかもわ

かりません。申しわけございません。 

 中間処理費用というのは、大型ごみですとか、瓦れきなんかの中間処理が困難なものを処理

する費用が150万円ほど、前年に比して増加したということでございます。 

 もう１つの御質問の古紙の関係で、現在、古紙の収集業務につきましては、１円という委託

料で今収集をいただいております。もう一方の側面の売り上げ収益ということでございますが、

こちらにつきましては、26年度については58万1,500円という金額の収入がございました。以

上でございます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ４番 川島議員。 

○４番（川島功士君） ありがとうございました。よくわかりました。 

 もし、そういうふうに町に対して古紙を回収すると収入があるんだということであれば、例
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えば積極的に町民の方に、町の資源回収のときに古紙を出していただくとか、場所はＰＴＡと

かで出していただくとかという形でお願いするという周知、告知を積極的にやったほうがいい

と思うんですが、その辺はいかがですか。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 古紙の排出についてでございますけど、排出される側もそ

れぞれＰＴＡ組織に属してみえたり、町内という形であったり、あと就労環境なんかがござい

まして、出しやすい環境というのも一つにあると思います。そういった観点から、それぞれの

状況の中で収集する側も活動いただいておりますことですので、町のほうからは町内会を通し

た資源ごみの集団回収というような事業を推進いたしておりますし、またＰＴＡはＰＴＡでと、

それぞれ団体の事業として取り組んでおられる部分もございます。そういった中で対応のほう

をいただけたらなあと思います。よろしくお願いいたします。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ５番 田島議員。 

○５番（田島清美君） 説明資料の66ページの母子保健健康診査事業についてちょっとお尋ねい

たします。妊婦歯科健康診査というのは、たしか平成26年度の新規事業だったと思うんですが、

対象者数245人で、受診者数が73人ということで、上の妊婦健診の受診率が76％に比べて、

29％と大変低いんですけど、その理由を教えていただきたい。これは単なるＰＲ不足なのか。

また、ちょっと私も全然わからないんですが、妊婦診査だったらピンク色のクーポンとか、白

のクーポンとか何かいただけたんですが、この歯科健診の場合はどういうふうにいただけるの

かということをちょっと教えてください。 

 あと２点目は、その下の新生児聴覚検査費助成事業、対象者数230人で、助成者数が182人と

いうことで、これも私のうろ覚えなんですが、自分も子供を産んだときに、自動的にその病院

で受けなきゃいけないという形で100％ぐらいになるんじゃないかなと思っていたんですが、

ちょっとその辺の理由というか、状況を教えていただきたいということと、あと67ページの地

域医療対策費の中で、休日急病診療、医科、歯科、小児とありますが、これもたしか26年度か

ら時間が短くなったと思うんですが、時間が短くなったことで何か不便があって、町民の方か

ら苦情とか、そういったような電話があったのかないのか、ちょっとその辺だけ教えてくださ

い。以上です。 

○議長（船橋義明君） 岩越部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） それではお答えいたします。 

 先ほど来の４款 衛生費、１項 保健衛生費、１目 保健衛生総務費の母子保健健康診査事

業の中での妊婦歯科健康診査での受診者数が低い理由ということで、これもちょっと推測なん

ですけれども、うちのほうの担当が妊婦の方に指導をする中で、４カ月末から８カ月の間で、
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できる限り歯科健診をしてくださいと。妊婦さんは、歯でもっていろいろと別の病気になって

しまってもいけませんので、その辺の気遣いからそういった指導をしておるということと、議

員御指摘のまだまだ広報不足というのもあるかもしれませんので、これから一層周知していき

たいと。これが口コミで広がればもっとふえてくる可能性もありますし、何かございましたら、

また御宣伝いただけるとありがたいと思います。 

 あと、新生児聴覚検査費助成事業につきましては、一応ＡＢＲという方式での検査について

のみこの助成対象となりますので、別の検査をされた場合は、結果としての助成者数182人に

はあらわれてこないということもありますし、医療機関によって異なると思うんですけれども、

受けたほうがいいなというような場合と、もう全くこれは大丈夫だなと、反応が違うからとい

うようなことであれば、全ての人に受けなさいと、ある程度お金もかかることですので、そう

いうことでのそれぞれの違いがあるんじゃないかなあと判断しております。 

 休日急病診療におきまして、医科、歯科とも、私どもは特に苦情のほうをいただいておりま

せんし、現場サイドに伺ったときでも特に問題なく診療は進んでおるということで、苦情を受

け付けしたというお話は聞いておりません。 

○議長（船橋義明君） 衛生費について、ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

 59ページ、第５款 農林水産業費についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 環境税ですか、ジャンボタニシの事業をその関係でやっていると聞い

ておりますが、随分効果が出てきていると思っていますが、その税金で笠松町に対応してやれ

るような農林関係の事業というのはほかにないのでしょうか。その点をお聞きしておきたいと

思います。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 森林環境税を活用した事業ということで、今現在ジャンボ

タニシの駆除事業について活用させていただいておるわけですけれども、そのほかには県産材

の利用促進というようなメニューもございまして、その中では小学校、中学校のロッカーを県

産材の木材で施工したというような実例もございます。現状のところ、そういったような活用

状況でございます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 農林環境税ですね、県に納めている。それって５年間でしたか、永久

ではなかったように思いますが、笠松町としても有効に利用できるものがあれば、ぜひ研究を
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していただきたいと思います。 

 減反政策の関係ですが、農業振興費の中で、26年度の産生産確定量は404トンで、マイナス

1.5％ということですが、笠松町全体のお米の消費量の目安のようなものはありますか。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 済みません、現在、笠松町域を調査対象といたしました消

費対象調査統計というものがございませんので、ちょっと数字的には把握いたしておりません。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） もう１点ですが、農地費のほうではないかと思いますが、今、市街化

区域は本当に宅地が進んで、どんどん農地が減ってきています。宅地化した部分については、

羽島用水への負担金のようなのを町として負担していただいているんですが、それの関係で、

羽島用水から特別何も要請のようなものもないし、笠松町としても負担金がふえているという

ことはないんでしょうか。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） 羽島用水の宅地配水負担金についてでございますが、議員

おっしゃいますように、どんどん宅地化が促進され、宅地がふえていっております。それで、

平成25年度におきましては、負担対象面積が302ヘクタールで、今後増加し続けるということ

で、一応取り決めといいますか、約束の中で302ヘクタールを対象に負担をさせていただき、

現在1,000平米当たりの負担額が3,150円でございまして、配水費の負担金といたしましては、

950万4,000円を26年度において支出いたしたところでございます。 

○議長（船橋義明君） ほかに農林水産業費についての質疑はありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 この際、２時40分まで休憩します。 

休憩 午後２時22分  

再開 午後２時40分  

○議長（船橋義明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は９名であります。 

 61ページ、第６款 商工費についての質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 63ページ、第７款 土木費についての質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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 67ページ、第８款 消防費についての質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

 69ページ、第９款 教育費についての質疑を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） まず説明資料の77ページ、９款 教育費、１項 教育総務費の１目 

教育総務費の中の事業だったと思います。立志塾がこの年から行われたんではないかと思いま

すが、その取り組みをお願いいたします。 

 それから、小学校に入学するための検査が行われると思いますが、民生のところではなくこ

こで聞くべきだったと思っておりますので、ここでお聞きします。要するに小学校入学するた

めの検査が８月ぐらいに行われていると思いますけど、そのときに、入学するべき人数という

のは、保育所や幼稚園の子供たち全体の数でやっているのか、戸籍上の関係で調べるというよ

うなことはありませんか、その点をお尋ねします。 

○議長（船橋義明君） 森学校教育課長。 

○郡教委学校教育課長（森  透君） それでは、立志塾についてお答えをいたします。 

 立志塾は、各学校のリーダーとなるだけではなくて、将来、町のリーダーになっていく児

童・生徒を育成するということで、共通の目的のために仲間と一緒に協働する力、あるいは責

任ある自分たちの思いを考え、交流しながら、それを行動に移していく力、そういうのを踏ま

えながら未来を創造していく力、そんな力を育てたいと思って、昨年度から実施を行ったとこ

ろでございます。 

 昨年度は、10月11日土曜日から３泊４日の予定でございました。実際は、台風がちょうど最

後の４日目に来るというようなこともございましたので、２泊３日という予定で帰ってまいっ

たところでございます。昨年度は、小学生20名、中学生15名の35名で行ってまいりました。笠

松中学校の生徒も、後期から生徒会の役員、部長等に入りながら、積極的に学校の自治活動、

生徒会活動に力を発揮してくれました。あした、ちょっと心配されます体育祭ですけれども、

今回、生徒会長になっている彼も昨年度立志塾に参加した一人でございます。本当に学校の中

心となって今学校を引っ張っておってくれるということを大変うれしく思っているところでご

ざいます。 

 就学時にかかわる御質問かと思いますけれども、各町から入学に該当するお子さんの名簿を

いただきまして、それを各学校のほうに送付をしているところでございます。各学校において

は、幼稚園、あるいは保育園を通して各保護者に連絡をさせていただいて、就学時健診の日を

お伝えしているところでございます。 
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 そこで、就学時健診に欠席されたところにつきましては、改めて家庭訪問、あるいは電話連

絡等をし、本当に所在がどうなのかということを確認しつつ、また町当局にも相談をしながら、

漏れのないように一人一人就学時健診が受診できるように、在籍するかどうかということにつ

いて確認をしているところでございます。以上でございます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 町から、まず該当する年齢の子供たちの名前が教育委員会へ送付され

るわけですか。ということは、基本的には住民基本台帳に基づいて、就学時の子供の氏名は、

そこから学校へ知らされていくと。そして、就学時健診が行われるというふうに思っていいで

すか。私が心配するのは、笠松町では今のところないだろうと思っていますが、世間では学校

に行っていない子供がいるとか、抜けているとかいろいろあるようでしたので、心配するけど、

その心配は笠松町においてはないというふうに見ていいでしょうか。以上、お願いします。 

○議長（船橋義明君） 学校教育課長。 

○郡教委学校教育課長（森  透君） 今、議員御心配の点でございますけれども、現在のとこ

ろ、笠松町におきましてはその心配はございません。大丈夫でございます。 

○議長（船橋義明君） ほかにありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 ４番 川島議員。 

○４番（川島功士君） 決算説明資料のほうで、直接ではなく、ちょっと関連質問みたいなこと

になってしまって申しわけないんですけど、９款 教育費の１項 教育総務費の中で、二町教

育委員会負担金の中で聞くしか表に出てこないので、ここのところで関連質問させてもらいま

す。スマイル笠松というのを教育委員会が運営されていて、大変効果を上げていただいておる

わけなんです。毎日のようにあそこの清水先生が中学校へ行って、いろいろと本当に親身にな

って児童・生徒の相談相手になり、親御さんの相談相手になり頑張っておられるんですけれど

も、中学校の先生の中に非常に理解に欠ける先生がお見えになるというふうにお聞きしている

んですが、そういうことは教育委員会としては把握しているのかどうかというのがまず１点。 

 それと、これもまたなかなか聞くところがないので、同じ教育総務費の中の心の相談事業に

ちょっとひっかけて、関連でこれも申しわけないんですけれども。きょう笠松中学校は運動会

で、息子が水筒を忘れたので、ちょっと来る前に届けてきたんです。そうしたら、男の子が１

人、門のところで雨の中びしゃびしゃになって起立したまま動かず立っていたんですね。どう

したのと聞いたら、いや、何でもないですと言うだけで動かないんですよ。それはどういう状

況なのかわかりませんけれども、入りにくいような、例えば中学校、26年度はいじめみたいな

のがあったのか、その認知件数があったのか、それから小学校はどうだったのかということに
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ついて、ちょっと全体の中でどの程度のことを把握されているのかということをお聞きいたし

ます。 

 その後、５項 社会教育費の中の、トンボ天国というところの中でちょっとお聞きします。

今トンボ天国というのは、トンボ池はビオトープということで、じまんの原石の中にも入って、

いろいろ環境保全とかやっていると思うんですけれども、一番奥の大池ですかね。あそこにフ

ォークリフトで使うパレットを持ち込んで、位置を固定して椅子を乗せて釣りを楽しんでいら

っしゃるんですね。環境保全をするという前提の中で、個人の持ち物で、しかもそういう大き

なものを持ち込んで固定して釣りを楽しんでいらっしゃるんですが、それはそのまま放置して

いいものかどうか。 

 というのは、あそこを埋め立てるのを阻止された柴田先生という方が、ビオトープとして町

が進めているんであれば、あの状況はいかにもおかしいというふうに御指摘をいただいたんで

すが、町側の考え方をお聞かせください。 

○議長（船橋義明君） 森学校教育課長。 

○郡教委学校教育課長（森  透君） 今、御指摘にございましたスマイルの活動の理解に欠け

る人がいるということについては、ちょっと承知をしていないところで大変申しわけなく思っ

ております。スマイルの活動について、まずは学校から依頼をする。その依頼を受けて、スマ

イルの清水先生に動いていただく。スマイルから学校に来るときには、校長、教頭を通し、必

ず職員室へ声をかけて、お互い連絡をしながら、共通の足場に立って、子供たちがよりよく学

校生活が送れるようにということで校長会等でも共通理解をしたところでございます。今、議

員御指摘の点がございましたので、もう一度改めて確認をするとともに、やはり学校とスマイ

ルが同じ認識を持ち、共通理解を図りながら共通行動をとることで、子供たちがよりよい学校

生活を送ることができるということを改めて確認しながら指導もしてまいりたいというふうに

思っているところでございます。 

 それから、２つ目でございますが、門のところでということを私も今初めて聞いたところで

ございます。昨年度、平成26年度のいじめは全部で７件ございました。笠松中学校においては

３件ございました。学校の適切な対応によって、３件とも全て解決しておるところでございま

す。ちなみに、本年度は７月分までその報告はございませんでした。ゼロ件でございます。以

上でございます。 

○議長（船橋義明君） 田中教育文化部長。 

○教育文化部長兼教育文化部教育文化課長（田中幸治君） トンボ天国において、パレット等を

固定し釣りをしてみえる方がいるという情報を最近いただいたところですが、これに対してど

のような対応ができるのかということを、国土交通省のほうとも協議しながら、どういった対

応ができるのか今後検討していきたいというふうに考えております。 
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〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） ４番 川島議員。 

○４番（川島功士君） そうですね。なかなか釣りの件は町だけで決められないかもしれません

ので、ビオトープとして整備していくのと、生態系の保護ということも含めて、全体的な中で

十分協議をして進めていっていただきたいと思います。 

 それと、スマイルの件で、私個人的なことなんですけれども、次男も三男も実はそこへ来ら

れる児童・生徒たちのお話し相手ということでちょっとお邪魔して、いろいろとかかわらせて

いただいています。そんな中で、やっぱりなかなか心から協力いただけないという部分がちら

ちらあるというふうに伺いました。もちろん校長先生とか、そういうレベルでの話だと全然問

題がないと思うんですけれども、心に闇の部分があってあそこへ来られる児童・生徒たちで、

そこの親御さんの中にも大きな陰があるのは事実です。実は全然そんな思いはなくても、お話

しされる先生が自分の中でそんな悪いイメージも、悪いことも言っていないんだけれども、受

け取る側にはそういうことがあるということかもわかりませんので、ぜひともその辺のところ

は十分注意して、あの事業をうまく遂行していただきたいと思います。よろしくお願いします。

以上です。 

○議長（船橋義明君） ほかにありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

 79ページ、第10款 公債費についての質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

 79ページ、第11款 諸支出金についての質疑を許します。 

 ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

 79ページ、第12款 予備費についての質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

 次に、歳入全般の質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 説明資料の15、16ページに関係するかと思います。自主財源として一

番頼りになるのが町税だと思いますが、いわゆる町税の中の町民税について、26年度でいえば

決算額ではプラスになっていますけれども、全体として今後見ていくときに、町税はどのよう

になっていくと考えていらっしゃるのか、町長にお尋ねしたいと思います。 
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○議長（船橋義明君） 広江町長。 

○町長（広江正明君） 中・長期的にいろいろ見たり、考えたりしたり、あるいは今私どもがや

っている地方創生で、５年間の流れをいろいろ見ている中で、また人口動態を見ている中では、

僕は町民税に関しては大きな減少というのはまだ見られないんではないかと思っています。そ

の辺のことはまたいろいろ注視して進めていかなきゃならないと思いますが、特にそういう極

めて顕著な減少というのは今後の中では起こらないと思って見ております。 

○議長（船橋義明君） ほかに質疑はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

 第69号議案全般についての質疑はありませんか。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） この年度というのは、年金の引き下げ、消費税の５％から８％に実施

になった年度だと思いますが、その影響などについてはどのように考えられているのかお尋ね

します。 

 それから、歳出のところでお聞きするのを忘れましたが、手話について、一つの言葉として

取り上げて、自治体ごとに条例ができて、この手話の事業が進められているという新聞のニュ

ースを見ましたけれども、それについては前向きに考えていくという答弁は一般質問のときい

ただいているんですが、どのように今後考えていかれるのかお尋ねします。 

○議長（船橋義明君） 岩越部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） お答えします。 

 議員御指摘のように、新聞などで全国的に手話を言語として使用しようという、進めようと

いう形での条例を制定して、前向きに進められておる地方自治体が徐々にふえておるというこ

とはお聞きしまして、なるほどというふうにちょっと思っておりますけれども、宣言条例で全

面的にという考え方もありますが、今の担当部局の考え方としましては、手話奉仕員の研修会

をやったり、あるいは町職員の人数をふやしたり、実行面で少しでも実体的に普及させていく

ことから順次広がりを見据えていきたいなあというふうに思っておりまして、醸成といいます

か、機運が高まった段階で、条例規定することで何を求めるか、何を目的としていくかという

ことが、私どもとしても見定められるようであればまた検討すべきかなあと。単なる流れでう

ちも条例規定というものではないと思いますので、本来何が求められているかというところを

見きわめながら、今の手話の普及を広げていきたいなと思っております。 

○議長（船橋義明君） 村井部長。 

○企画環境経済部長（村井隆文君） それでは私のほうからは、年金の引き下げ、消費税の引き

上げに対しての影響についてとの御質問でございました。 
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 年金の引き下げについて、今後負担していただく保険料なんかの算定の基礎となる部分でご

ざいますので、そういった部分で影響が出てまいるのかなあというような認識でおります。消

費税の引き上げにつきましては、数字でわかりやすい部分で申し上げますと、地方消費税交付

金というものが、26年度決算では２億5,396万9,000円でございまして、前年に比べて4,486万

円ほど増額になっているという状況にあります。また、歳出部分でも、広範にわたってその影

響があるものと思っておりますけれども、数値等については現在ちょっと承知いたしておりま

せん。以上でございます。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 手話の関係ですが、まず役場の窓口などで実行していただくような体

制をとっていただくことから、また皆さんの要望も広がってくるだろうと思いますが、それに

ついて、今の職員の体制の中で研修という時間が本当にとれるのでしょうか。１つの事業とい

うか、窓口にそういう人を必要なときに置くということになれば、陣容も整えなきゃならない

し、こうしたたくさんの事業の中でそのことだけに研修をしていっていただけるような体制っ

てできるのか、やる気になればできるものなのか教えてください。 

○議長（船橋義明君） 岩越部長。 

○住民福祉部長（岩越 誠君） ちょっと人事面につきましては私のほうから述べられませんの

で、現状だけを報告させていただきたいと思います。 

 今年度、手話奉仕員の講習会のほうを開いておりまして、広く一般の住民の方に一応受講に

ついてお知らせしておるんですけれども、笠松町の職員につきましても、なるべくお年寄りで

はなくて、中堅より若いところで受講のほうを進めています。私どもも十分受講の意欲はある

んですが、それより将来ある若い職員に機会を与えると言うと偉そうですけれども、チャンス

を手に入れていただいて、職員の全体的なスキルとして、普通に日常生活の中で、議員おっし

ゃるように条例規定するまでもなく、ノーマルな対応ができる手話ができれば、それはいいに

こしたことはないということで、順次無理なく研修を受講して、手話にも対応できる人材が育

てられたらと思います。あとは、総体的な人事の面では、上司の方々がいろいろ今後検討され

ていくのではないかと思います。 

〔挙手する者あり〕 

○議長（船橋義明君） 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 住民から、この窓口に手話の人が欲しいというのはあるわけですので、

住民の皆さんに窓口で手話で対応できますよと言えるような体制を計画的につくっていただき

たいという希望で、早い時期にそういうふうに住民の皆さんに知らせられるような状況をつく

っていただきたいことを希望しておきます。よろしくお願いします。 
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○議長（船橋義明君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 10番 長野議員。 

○１０番（長野恒美君） 第69号議案 平成26年度笠松町一般会計歳入歳出決算認定について、

反対討論をさせていただきます。 

 一般会計歳入の合計は76億8,037万8,391円、支出済額は72億2,853万7,956円で、歳入歳出差

し引き残額は４億5,184万435円となっています。この年度の事業では、庁舎の耐震補強工事、

防災士の一定支援、そして史跡調査に着手される計画の委託、それから妊婦歯科健診、サイク

リングロードの整備、放課後の学童保育について年齢の拡大、また町民バスの更新など、住民

のための施策が行われましたが、消費税の５％から８％への実施、年金の引き下げ、そして自

衛官の募集、農業政施策についても依然として農業を守り育てていく施策ではなく、減少にな

っておりますし、マイナンバー制度の導入など町民に影響するものがあり、この決算認定に反

対をいたします。 

○議長（船橋義明君） 次に、賛成討論の発言を許します。 

〔挙手する者あり〕 

 ３番 伊藤議員。 

○３番（伊藤 功君） 私は、第69号議案 平成26年度笠松町一般会計歳入歳出決算認定につい

て、賛成の立場で討論をいたします。 

 平成26年度の我が国の経済は、企業収益の拡大や雇用環境の改善、消費や投資の増加という

経済の好循環により、リーマンショックによる落ち込み以降、順調な回復傾向を見せつつあり

ました。一方では、平成26年４月の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により、個人

消費などにはまだ弱さが見受けられます。笠松町においても、自主財源の大部分を占める町税

は、前年比2.2％、約6,000万円の増加となりましたが、景気回復は大企業や大都市において先

行しており、地方ではまだ実感が湧いてこない状況であります。こうした状況の中、庁舎の耐

震補強工事を実施し、災害発生時に重要な活動拠点となる整備が進められましたことは一つの

大きな課題がクリアできたことと評価できることです。 

 また、防災備蓄品の整備や住民を対象に防災士の育成、支援を行い、住民の防災力向上が図

られました。また、先日起きた茨城県常総市の堤防決壊のニュースをテレビで目の当たりにし

たとき、木曽川と隣り合わせの町として、生命と財産を守る災害に強いまちづくりに真剣に取
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り組まれていることに対して高く評価いたします。また、高齢者インフルエンザ予防接種、乳

幼児医療費助成、各種健診の実施に加え、妊娠希望者などに対する風疹予防接種助成の実施、

妊婦の歯科健診など、さらなる福祉の充実が図られ、住民が生涯にわたって健康で安心して幸

せに暮らすことができる地域づくりが推進されております。 

 そのほかにも、国が進めるマイナンバー制度におけるシステム改修や地籍調査の着手、かさ

まつ応援寄附金を利用した公共施設巡回町民バスの更新、継続事業であるサイクリングロード

の延長、北及の運動公園、円城寺の雨水貯留施設なども順調に整備されております。さらには、

町の過去から近未来までの魅力を発信する拠点の一つとして、歴史未来館の整備を計画的かつ

円滑に進められました。 

 平成26年度は歳出総額も約72億2,854万円と、前年度に比べ３％減少したものの、財政調整

基金から２億8,400万円を繰り入れており、依然として厳しい財政運営ではありますが、いず

れも使途目的に沿った事業を行った上でのことであると考えております。さらには、実質公債

費率や将来負担率とも早期健全化基準を下回っており、第５次総合計画の将来像達成に向けた

行財政運営がなされていると認められます。それで、平成26年度笠松町一般会計歳入歳出決算

認定について賛成をいたします。以上です。 

○議長（船橋義明君） ほかに討論はありませんか。 

〔「ありません」の声あり〕 

 これにて討論を終結いたします。 

 本件については、起立により採決を行います。 

 本件は、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

 起立多数であります。よって、第69号議案は、原案のとおり認定することに決しました。 

 お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決まりました。 

 本日はこれにて延会とします。御苦労さまでした。 

延会 午後３時15分  
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